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　1．はじめに
　我が国に輸入される南洋材は，かっては東南アジア
地域のフタバガキ科の樹種が主であったが最近では，
原木事情の変化から供給地域が拡大され，インドネシ
ア，ニューギニア，ソロモン諸島などの地域から，フ
タバガキ科以外の新らしい樹種も多数輸入されるよう
になった。
　その中にはジョンコン，タウンなどすでに材質もあ
る程度知られ，用途も確立されている樹種もかなり含
まれているが，大半の樹種は雑木として取扱われてい
るものが多い。
　最近，当場でニューギニア産材23樹種を入手する機
会を得た。その中に我が国では，材質や加工性に関す

るデータがほとんど公表されていない樹種が多くあっ
たが，木理や色調が合板や家具材などに適するのでは
ないかと思われるものも多く含まれていたので，これ
らの樹種の利用適性を検討するために，基礎的な材質
試験を行ったので，その結果について報告する。
　ただし，供試材として各樹種1本づつしか入手でき
なかったので，このデータにやや一般性を欠くおそれ
がない訳ではないが，これらの樹種について公表され
ているデータが非常に少ない現状から，とりあえず技
術資料として参考に供したい。
　なお，これらの樹種による単板接着性能試験につい
ては別途報告されている1）。

第1表　供　　　試　　　木　　　の　　　概      要
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　2．供試材の概要と試験方法

　供試材の概要を第1表に示す。

　供試材23樹種のうち，我が国ではほとんどデー

タが未公表の樹種(A)が15種，データが公表されて

いる樹種 2）,3）,4)(B)が8種であった。

　なお，表中の市場名の下に線を引いてある樹種

は，その市場名が不明のため樹種名をそのままロ

ーマ字読みで示したものである。

　供試材の末口径は表に示すとおりであるが，長

さは8～10m程度であった。

　また，木口面のケバ立ちや色調などから脆心材

部の径を測定し，丸太の径に対する比率で示し

た。

　その他，主な欠点として心腐れや変色などを含

んでいるものもあったが，心腐れの部分は丸太の

径の約5～10％程度であった。

　なお，参考のために材の特徴として色調や材の木理

なども示した。

　これらの丸太から長さ約1mの材を玉切り，さらに

この材から樹心を含む厚さ5cmの正柾目板を木取り

材質試験に供した。

　基礎材質試験として，比重，各方向別の収縮率，各

種の強度性能をJISに準拠し，樹心から外側まで連

続的に測定した。

　その他，加工性の良否の判定方法として手鉋による

鉋削時の逆目ぼれの程度と，繊維の交錯性を調べた。

　また，鋸断性の難易に影響を及ぼすといわれている

シリカの有無についても調べた。

　3．試験結果

　3．1　比重

　樹幹内横断面の気乾比重を心腐れの部分を除き，樹

心部から外側まで連続的に測定し，各樹種ごとの比重

の分布状態を調べた。その結果，脆心材部の比重は正

常材部に比べて全般的に低いものが多かったが，ツリ

チャデニア，スボンディアスはやや高い値を示してい

た。

　脆心材部を含めた内側と外側の比重の差が特に大き

第2表　比　重　に　よ　る　区　分

かった樹種はターミナリア，ニューギニアウオルナッ

ト，タウン，ステルキュリアがあり，外側の比重は内

側の比重の約1.7～2.0倍の値を示していたが，その他

の樹種では内側と外側の比重はさほど大きな差はな

く，ほぼ一定の分布状態を示していた。

　供試材の脆心材部を除いた正常材部の比重を0.4以

下，0.4～0.6，0.6～0.8，0.8以上のグループに分け

第2表に示した。比較のためこのグループと同程度の

比重を持つ樹種で材質についても良く知られている南

洋材を代表樹種として掲げた。

　3．2　収縮率

　各樹種の正常材部について，各10個づつの試片をと

り生材から全乾になるまでの収縮率（全収縮率），生

材から気乾までの収縮率（気乾収縮率），含水率1％

当りの変化に対する収縮率（平均収縮率）を求め，そ

れぞれの平均値を第3表に示した。

　収縮率は，比重に比例すると一般にいわれており，

本試験の場合も同様な傾向を示しているが，全体的に

みて国産の広葉樹などに比べてやや低目の値を示し，

他の産地の南洋材に比較してみると半径方向ではほぼ

同等であったが，接線方向では特に比重の高い材で本

試験の供試材はやや低目の値を示した。

　接線方向と半径方向の収縮異方度も全体的にみて小

さく，いずれの場合も2をこえるものは少数である
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第3表　供　　資    材　　の　　収　　縮　　率

が，気乾収縮率における接線方向と半径方向の比が比

較的大きな樹種にはクウンドン，シルクウッド，キン

ジオデンドロンがあった。

　この接線方向と半径方向の比が大きな材は割れや狂

いが発生しやすいので，乾燥に際しては十分注意する

必要があろう。

　3．3　強度性能

　断面2cm×2cmの無欠点曲げ試験片を，心腐れの

あるものはその部分を除き，樹心部から外側へ連続的

に木取り，曲げヤング係数および曲げ強さを測定し

た。

　曲げ試験片の個数は，樹種により差があるが，少な

いもので約15本，多いものでは約25本であった。

　なお正常材部の試験片については，同時にねじりに

よるみかけのせん断弾性係数，圧縮強さ，せん断強さ

を測定した。

　その試験片の個数は各試験10個づつである。

　第1図に全試験片の比重と曲げ強さの関係を正常材

部と脆心材部に分けて示した。

第1図　比重と曲げ強度の関係

　また比較のために，他の産地の南洋材60樹種につい

て求められた回帰直線4）を実線で図示した。

　これによれば，正常材部の曲げ強さは比重の増加と

ともに強度値も比例して増大し，実線で示した回帰直

線ともきわめて良く一致している。

　しかし，脆心材部の強度はかなり低く，曲げ強さで
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第4表　供　試　材　の　強　度　性　能

正常材部の50～60％，曲げヤング係数で60～90％程度

の値を示していた。

　正常材部の各強度性能の平均値を第4表に示す。

　表には示さなかったが各強度値のバラツキの範囲は

比較的狭く，最小値が平均値の2/3以下のものはほと

んどないが樹幹内の比重の差が大きかったものの樹種

では，強度値のバラツキは比較的大きな値を示した。

　第2図に正常材部の曲げ強さおよび曲げヤング係数

と比重の関係を示した。

　また比較のために，他の産地の南洋材や北海道産の

広葉樹の値2）,3）も図示した。

　これによれば，曲げ強さ，ヤング係数ともに樹種に

かかわらず比重と高い相関性を示すことが明らかであ

る。

　他の強度性能についても同様の結果が得られた。

　これらのことから，本試験の供試木の収縮性能，強

度性能は，今までにデータが公表されている南洋材の

材質と著しく異なるものはなく，比重が同じであれば 第2図　比重と曲げヤング係数．曲げ強度の関係
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樹種によらずほぼ

同程度の性能とみ

なすことができ

る。

　したがって精度

の高い基礎材質の

値が必要な時は，

それぞれの樹種に

ついて実験を行う

必要があるが，実

用的な精度で南洋

材の新らしい樹種

の材質を判定する

必要があるばあ

い，使用量が比較

的多くその材質に

ついても明らかに

されている樹種の

うち，比重が同程

度のものの材質に

あてはめて考える

ことができるもの

と思われる。

　一方，農林省林

業試験場2）では，木材を利用するうえで樹種相互

の相対的な評価ができるように，基礎的な性質及

び加工上の適性などをいくつかの階級に区分し，

級区分表として示している。

　この方法にしたがって今回試験した供試木の性

質をあてほめて区分すると第5表のようになる。

　3．4　鉋削性と交錯木理

　南洋材には交錯木理が多く，加工時の仕上げ面

の良否に大きく影響することはよく知られている。

　そこで，供試材を手鉋によって鉋削したばあい

の逆目ぼれの程度を調べた。

　その結果を第6表に示す。

　なお表の中で「なし」というのは，全く逆目ぼ

れが発生しないもの，「小」は鉋削面が白くケバ

第6表　鉋削仕上げ面の良否によるグループ分け

第5表　評　価　基　準　に　よ　る　級　区　分
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立つ程度，あるいは逆目ぼれが発生しても反対の方向

から1～2回鉋削することにより逆目ぼれがなくなる

もの，「中」は反対の方向から4～5回鉋削して逆目

ぼれがなくなるもの，「大」はそれ以上のものを意味

する。

　また鉋削試験に用いた材を第3図に示すように木口

面を半径方向に割裂し，その裏面に現われる割裂面の

探さαと材長Lから，繊維の交錯量α/Lを求め，第

6表に示した。

　当然のことながら，交錯量の大きい材ほど逆目ぼれ

の程度も大きくなり，交錯量の大きさから逆目ぼれの

程度も大まかに推定することができそうである。

　交錯木理は同一樹種であっても個体の差が著しいと

いわれているので，鉋削性の良否を樹種別に判定する

ことは難かしいが，実用的には材料の交錯量を第3図

のように測定することにより鉋削性の良否を大まかに

判定することができるものと思われる。

　3．5　シリカの含有の有無

　柾目板面から取った小切片をジョフレ氏液で処理し

て，顕微鏡下で観察してシリカの有無を調べた。
　その結果，シリカの存在が多く認められたものは，
カナリウム，キンジオデンドロン，エボディアの3樹
種であった。

4．　まとめ
　ニューギニア産材23種の材質について一連の試験を

行い，道産材や他の産地の南洋材と比較してみた結

果，全般的にみてこれまでに公表されている多くの南

洋材の性質とほぼ同程度の値を示し，基礎材質の値は

比重とかなり高い相関性を持っており，比重が同じで

あれば樹種をとわず基礎材質の値もほぼ同じとみても

さしつかえないものと思われる。

　しかし，脆心材郁の強度は一段と低い値を示すの

で，用途によってほ完全に分離しなければならない。

　今後も新らしい樹種が多く輸入されることが予想さ

れるが，これらの木材の材質を判定する際のめやすと

して，比重を求めることによって，収縮性や強度的性

質を大まかに判定することができよう。
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第3図　交錯木理の現われ方


